
 

 

【
桁
橋
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
】 

〇
桁
橋
の
構
造
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

…
施
工
や
設
計
が
比
較
的
簡
単
で
あ
り
、 

最
も
一
般
的
な
構
造
で
す
。 

【
桁
橋
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
】 

〇
桁
橋
の
構
造
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

…
橋
の
強
度
の
問
題
か
ら
、
ス
パ
ン
を
長
く 

で
き
ま
せ
ん
。
遠
く
ま
で
橋
を
か
け
る
に
は 

た
く
さ
ん
の
橋
脚
が
必
要
で
す
。 

【
新
飯
田
橋
に
つ
い
て
】

〇
場
所
は
？
・・
・
・
・・
・
・新
潟
市
南
区
新
飯
田
で
す
。 

〇
長
さ
は
？
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
１
３
０
．
５
ｍ
で
す
。 

〇
幅
は
？
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・
・５
．
５
ｍ
で
す
。 

〇
誕
生
年
度
は
？
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
昭
和
１
７
年
で
す
。 

〇
構
造
形
式
名
称
は
？
・・
・
・
・・
・
桁
橋
と
い
い
ま
す
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新飯田
に い だ

橋
ば し

 

【
新
飯
田
橋
の
構
造
形
式
に
つ
い
て
】 

新
飯
田
橋
は
桁
橋
（ゲ
ル
バ
ー
橋
）と
い
う
構
造
形
式
が 

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ゲ
ル
バ
ー
橋
と
は
橋
脚
と
橋
脚
の
間
に
ヒ
ン
ジ
を
設
け
た
橋
の 

こ
と
で
す
。 

ゲ
ル
バ
ー
橋
は
通
常
の
桁
橋
に
比
べ
て
応
力
や
た
わ
み
を
小
さ 

く
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

通
常
の
桁
橋
は
ヒ
ン
ジ
が
無
く
、
ス
パ
ン
が
長
く
な
る
た
め
、 

曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
と
た
わ
み
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ゲ
ル
バ
ー 

橋
は
ヒ
ン
ジ
が
支
点
の
役
割
を
果
た
し
、
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
と 

た
わ
み
を
小
さ
く
で
き
ま
す
。 

し
か
し
、
伸
縮
継
手
の
数
が
連
続
桁
に
比
べ
多
く
な
っ
て 

し
ま
う
た
め
、
構
造
上
の
弱
点
が
出
来
て
し
ま
い
ま
す
。 

ま
た
、
設
計
や
桁
製
作
も
複
雑
で
す
。
こ
の
た
め
、 

プ
レ
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桁
が
一
般
化
し
、
昭
和
４
０
年 

頃
以
降
は
ゲ
ル
バ
ー
橋
が
採
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

【
用
語
解
説
】 

〇
ヒ
ン
ジ
・
・・
継
ぎ
目
の
こ
と
。 

 

○
ス
パ
ン
・・
橋
脚
か
ら
橋
脚
ま
で
の
距
離
の
こ
と
。 

 

○
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
・
・
・梁
に
荷
重
が
加
わ
る
と
き
、
そ
の 

点
に
お
け
る
曲
げ
に
作
用
す
る
大
き
さ
の
こ
と
。 

 

○
プ
レ
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・・
・
あ
ら
か
じ
め
緊
張
材
で
応
力
を 

あ
た
え
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
。 

○ヒンジ部材 

桁に継ぎ目を設けてスパンを短く

するものです。 

○吊桁支持部材 

ヒンジ部が損傷等で機能しない場合

に橋の脱落を防止する部材です。 


